
 
  

図 案 の 時 代 展 ― 美 術 か 、 デ ザ イ ン か  
 
期日 2016 年 8 月 5 日（金）―8 月 29 日（月） ＊金～月曜のみ開いています。 

   後期展示 11 月 25 日（金）－12 月 12 日（月） 入場無料 
会場 山鬼文庫  〒920-0923 金沢市桜町 5-27 tel.047-254-6596 

 

趣旨 

 20 世紀に入るころ、日本の近代化は特権階級のものからようやく大衆レベルに広まります。多くの消費財が

国産化され、市場競争が生まれるとデザインの良さを競うようになりました。こうして図案家と呼ばれるデザイ

ナーが職業として成り立つようになりました。雑誌、チラシのような印刷物から陶磁器、漆器、木工などの手仕

事にも新しい時代にふさわしいデザイン原画が必要となったのです。 

 これに応えて、さまざまな手法で図案が供給されました。専門雑誌も発行され、デザイナーは美的センスを競

いあいました。伝統の意味が問い直される現在こそ、百年前の先人の試みは新鮮なのではないでしょうか。本展

ではこのデザイン萌芽の時代を山鬼文庫所蔵のなかから、当時の図案集、雑誌によって紹介します。 

 

主な展示作品 

1889『万物雛形画譜』 

 

1900『意匠世界』 

 

1905『意匠集覧』 

 

1913 櫛-EXPRESSION 1914 各務鉱三 

 

1917 下村玉広 

 


